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序

日本鉄道建設公団関東支社は，東京都の秋葉原を起点として，埼玉

県，千葉県を通り茨城県守谷市，伊奈町，谷和原村を経てつくば市の

筑波研究学園都市に至る延長約58kmのつくばェクスプレスの建設・

整備を進めております。これは昭和60年7月の21世紀を展望した東

京圏における高速鉄道を中心とする交通網の整備に関する運輸省政策

審議会答申及び「大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的

推進に関する特別措置法」に基づいて計画されたもので，県南・県西

地域の交通を充実させ，沿線地域を活性化する効果が期待されていま

す。

以上のつくばェクスプレス建設予定地内には守谷町，谷和原村にそ

れぞれ原遺跡，沼崎遺跡などの遺跡が所在しており，すでに当財団に

ょって調査・報告がなされております。

財団法人茨城県教育財団は，日本鉄道建設公団関東支社より埋蔵文

化財発掘調査についての委託を受け，平成14年4月から平成14年5

月まで島名関ノ台南B遺跡，平成14年6月に面野井北ノ前遺跡の発

掘調査をそれぞれ実施いたしました。

本書は，島名関ノ台南B遺跡と面野井北ノ前遺跡の調査成果を収録

したものです。本書が学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴

史に対する理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活

用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である日本鉄

道建設公団関東支社から多大なる御協力を賜りましたことに対し，厚

く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各位

からいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝申し上げます。

平成16年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例　　　　　　　　　▲
▲

▲

i∃

1本書は，日本鉄道建設公団関東支社の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成14年度に発掘調査を実

施した，茨城県つくば市大宇島名字関ノ台309番地ほかに所在する島名関ノ台南B遺跡，同市大字面野井字

北ノ前1200番地の1ほかに所在する面野井北ノ前遺跡の発掘調査報告書である。

2　2遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　島名関ノ台南B遺跡　平成14年4月1日～5月31日

面野井北ノ前遺跡　　平成14年6月3日～6月30日

整理　島名関ノ台南B遺跡・面野井北ノ前遺跡　平成15年4月1日～平成15年6月30日

3　2遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久のもと，島名関ノ台南B遺跡を調査第一課第1班長鯉渕和彦，

首席調査員荒井保雄，主任調査員成島一也が担当し，面野井北ノ前遺跡を調査第一課第1班長鯉渕和彦，副

主任調査員駒津悦郎，調査員鹿島直樹が担当した。

4　2遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長瓦吹堅のもと，調査員鹿島直樹が担当した。



凡　　　　例

12遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，島名関ノ台南B遺跡は，Ⅹ＝＋7，436m，

Y＝＋20，920mの交点面野井北ノ前遺跡はX＝＋8，312m，Y＝＋21，316mの交点をそれぞれ基準点（A

l。1）とした。なおこの原点は，日本測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した0

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，2，3

…・とし，rAl区」，rB2区」のように呼称した。さらに大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C…・j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称は大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」の

ように呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した0

3　実測図・一覧表・遣物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　住居跡rSI　古墳pTM　土坑一SK　溝跡一SD　ピットrP

遣物　拓本記録土器一TP　石器・石製品－Q　金属器・金属製品・古銭rM

4　遺構・遣物の実測図中の表示は，次のとおりである。

［＝コ炉・火床部・焼土・赤彩［：＝コ竃材・施粕
油煙・煤・鉄洋

●土器　□石器・石製品　△金属器・金属製品　一一一一一硬化面

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著日本色研事業株式会

社）を使用した。

6　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

7　遺構・遺物実測図及び遺物観察表等の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は島名関ノ台南B遺跡は200分の1，面野井北ノ前遺跡は300分の1として，遺構は原則的に

60分の1に縮尺して掲載したが，種類や大きさにより異なる場合もある0

（2）遣物は原則として3分の1の縮尺にしたが，種類や大きさにより異なる場合もある0

（3）「主軸」は，炉・竃を持つ竪穴住居跡については炉・竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角

度で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。

（4）遺物の計測値の単位はC恥gである。また，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した0

（5）遺物観察表の備考の欄は，残存率及びその他必要と思われる事項を記した0

（6）遺物番号については，挿図，観察表，写真図版に付した番号を同一とした。
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所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主な遺構 主な遣物

土 師 器 （坪 ・椀 ・嚢 ），

特記事項

古墳時代中期から平安島 名 関 ノ 台 集 落 跡 古　　　　 墳 竪穴住居跡　 2 軒

南 B 遺 跡 須恵器 （杯） 時代の住居跡が中心の

複合遺跡であり，多量奈　 良 ・ 平 安 竪穴住居跡　 5 軒 土師器（坪・高台付椀・軋 須恵器（坪・

鍛冶工房跡 1 基 盤・

壷），

高盤・鉢・

鉄製品（鎌

軋 三彩陶器（皿・小

・刀子・釘），鉄韓

の鉄淳や鉄鉢形土器を

転用した鍛冶炉跡を持

つ工房跡も確認された。

ほかに古墳 1基が確認

されている。

・Jナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

近　　　　　 世 土坑　　　 2 基 土師質土器，磁器

墓　　 域 古　　　　 墳 古墳　　　 1 基 土師器 （坪）

そ　の 他 時　 期　 不　 明 土坑　　　 32基

溝跡　　　 4 条

面 野 井 北 ノ

前 遺 跡

墓　　 域 古　　　　 墳 古墳　　　 1 基 土師器 （坪），須恵器 （襲）古墳時代か ら中 ・近世

にかけての墓域が中心

の複合遺跡である。表

土中より荒屋形彫器が

検出されている。

中　　　　　 世 方形竪穴状遺構 1 基 石製晶 （砥石）

近　　　　　 世 墓墳　　　 1 基 古銭，人骨

そ　 の 他 時　 期　 不　 明 土坑　　　 22基

溝跡　　　 6 条
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

平成8年10月17日，日本鉄道建設公団関東支社長（平成14年3月まで首都圏新都市鉄道株式会社長）は，茨

城県教育委員会教育長に対して，常磐新線建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いにつ

いて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，関ノ台地区を平成12年12月22日に現地踏査，平成13年12月

14日に試掘調査，さらに面野井地区を平成14年3月5日に現地踏査，同年4月18日に試掘調査を実施し，それ

ぞれの遺跡の所在を確認した。茨城県教育委員会教育長は，平成14年2月8日，日本鉄道建設公団関東支社長

あてに事業地内に島名関ノ台南B遺跡が所在する旨を回答し，さらに面野井北ノ前遺跡が所在する旨について

も同年4月18日に回答した。

日本鉄道建設公団関東支社長は，茨城県教育委員会教育長に対して，平成14年2月28日に島名関ノ台南B遺

跡，同年4月23日に面野井北ノ前遺跡を文化財保護法第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための

埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記

録保存のための発掘調査が必要であると判断し，日本鉄道建設公団関東支社長あてに，工事着手前に発掘調査

を実施するよう，島名関ノ台南B遺跡を平成14年3月1日，面野井北ノ前遺跡を同年4月23日にそれぞれ通知

した。

日本鉄道建設公団関東支社長は，茨城県教育委員会教育長に対して，常磐新線建設事業に係わる埋蔵文化財

発掘調査の実施について，島名関ノ台南B遺跡は平成14年3月1日，面野井北ノ前遺跡は同年4月25日にそれ

ぞれ協議した。茨城県教育委員会教育長は，日本鉄道建設公団関東支社長あてに，平成14年3月1日に島名関

ノ台南B遺跡，同年4月30日に面野井北ノ前遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せ

て埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本鉄道建設公団関東支社長から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受

け，平成14年4月1日から同年5月31日まで島名関ノ台南B遺跡，平成14年6月3日から同年6月30日まで面

野井北ノ前遺跡の発掘調査をそれぞれ実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

2遺跡の発掘調査は，島名関ノ台南B遺跡が平成14年4月1日から平成14年5月31日までの2ケ月間，面野

井北ノ前遺跡を平成14年6月3日から平成14年6月30日までの1ケ月間実施した。

作業項目 4　　　　　 月 5　　　　　 月 6　　　　　 月

調　査　準　備
表　土　除　去
遺　構　確　認

⊂：＝］l

遺　構　調　査 l

遣 物　注 記・
洗　　　　　 浄
写　真　整　理

l 】

補　足　調　査
埋　め　戻　 し
撤　収　準　備

ー1一



第1図　島名関ノ台南B遺跡調査区設定図
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

島名関ノ台南B遺跡は，茨城県つくば市大宇島名字関ノ台309番地ほかに所在し，面野井北ノ前遺跡は，同

市大字面野井字北ノ前1200番地の1ほかに所在する。これらの遺跡は東谷田川を挟んでほぼ向かい合っており，

両遺跡間の距離は0．85kmほどである。

っくぼ市は，茨城県の南西部に位置し，両遺跡は同市の南西部に位置した旧筑波郡谷田部町に所在する。

っくぼ市の地形は，北に八溝山地の4つの山塊のひとつである筑波山塊の主峰筑波山がそびえ立ち，南には

常総台地が広がり，その一部に桜川と小貝川に区切られた筑波・稲敷台地が存在する。この台地は成田層と呼

ばれる貝化石の多い砂礫層を主体とし，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに

常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層，褐色の関東ローム層が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている1）0

旧谷田部町域の島名地区は，東谷田川と西谷田川に挟まれた台地上に位置する。東谷田川は，島名地区にお

いて蓮沼川などと合流して，多くの谷津を形成している。両遺跡は，蓮沼川との合流点より東谷田川を北に約

2kmほどさかのぼった地域に位置し，東谷田川を挟んで対峠している。島名関ノ台南B遺跡は右岸の標高約

20mの台地の緩斜面に位置し，面野井北ノ前遺跡は左岸の標高約20mの舌状台地縁辺部に位置している。台地

上は畑地として耕作され，河川の沖積低地は水田として利用されている。また，両遺跡の調査前の現況は，畑

地もしくは山林である。

第2節　歴史的環境

両遺跡周辺の地域は，地形的にも変化に富み，小貝川，東谷田川，西谷田川，蓮沼川などの流域は，古くか

ら人々が生活を営む場として適していたようである。このことは，周辺遺跡の分布状況からも窺い知ることが

できる。ここでは両遺跡に関連する主な遺跡について，時代を追って述べる。
しまなまえのひがし　　　　　　しまなさかいまつ

旧石器時代の遺跡としては，東谷田川右岸の島名前野東遺跡〈3〉や島名境松遺跡〈4〉，東谷田川支流の
かりまじんでん　　　　　　　　　　　ねさき　　　　　にしくりやま

蓮沼川左岸の苅間神田遺跡〈5〉，西谷田川右岸の根崎遺跡〈6〉や西栗山遺跡〈7〉が存在する。これらの

遺跡からはナイフ型石器や石刃などが出土しているが，遺構に伴うものではない。

縄文時代には，小貝川や東谷田川，西谷田川などの河川に面した台地縁辺部に集落が形成されるようになる。
さかいまつ

代表的な遺跡としては，東谷田川右岸の台地上に立地している境松貝塚2）〈8〉をあげることができる。前期

から中期にかけての遺構が確認され，地点貝塚が確認されたことが注目される。両遺跡の周辺では，東谷田川
しまな

右岸台地上に位置する島名前野東遺跡3）や島名境松遺跡4），西谷田川左岸台地上に位置する島名ツバタ遺跡

〈9〉に中期の遺構が存在することが当財団の調査により明らかになった。この時期も，内陸部に集落を形成

することはまれで，河川や谷津に面した台地縁辺部にほとんどが形成されている。

弥生時代の遺跡は当地域では少なく，谷田部地区では境松貝塚などが確認されているだけである。

古墳時代になると，遺跡数は急激に増加する。昭和34年に行われた谷田部地区での分布調査では，古墳群11

か所，古墳約300基が確認され5），東谷田川流域だけでも，古墳群15か所，古墳102基が知られている。両遺跡
しまなせきのだい　　　　おものい　　　　　しまなくまやま　　　　しまなえのきうち　　　　にし

周辺にも，島名関ノ台古墳群〈14〉，面野井古墳群〈15〉，島名熊の山古墳群〈16〉，島名榎内古墳群〈17〉，西

ー3－



第2図　島名関ノ台南B遺跡・面野井北ノ前遺跡周辺遺跡分布図

一4－



表1島名関ノ台南B遺跡・面野井北ノ前遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

時　　　 代

番

号

遺　 跡　 名

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

・世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

世

近

世

1 島名関 ノ台南B 遺跡 ○ ○ ○ 26 谷　 田　 部　 漆　 遺　 跡 ○ ○

2 面 野 井 北 ノ 前 遺 跡 ○ ○ ○ 27 島　 名　 薬　 師　 遺　 跡 ○

3 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ ○ 28 谷 田 部 福 田 遺 跡 ○ ○

4 島　 名　 境　 松　 遺　 跡 ○ ○ 29 島　 名　 本　 田　 遺　 跡 ○ ○ ○

5 苅　 間　 神　 田　遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 島 名 関 の 台 遺 跡 ○

6 根　　 崎　　 遺　 跡 ○ ○ ○ 31 面　 野　 井　 南　 遺　 跡 ○ ○ ○

7 西　 栗　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 32 高 田 和 田 台 遺 跡 ○

8 境　　 松　　 貝　　 塚 ○ ○ ○ 33 島　名　 榎　 内　 遺　 跡 ○

9 島 名　 ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 34 島名 タ カ ドロ遺 跡 ○ ○

10 真 ．瀬　 山　 田　 遺　 跡 ○ ○ 35 平　 北　 田　 遺　 跡 ○

11 谷 田部 台 成 井 遺 跡 ○ 36 水　 堀　 下　 道　 遺　 跡 ○

12 真 瀬 新 田谷 津 遺 跡 ○ 37 水　　 堀　　 遺　 跡 0 ．

13 下 河 原 崎 高 山遺 跡 ○ 38 柳　 橋　　 遺　 跡 ○ 〇°

14 島 名 関 ノ台 古 墳 群 ○ 39 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○

15 面　 野　 井　 古　 墳　 群 ○ 40 水 堀 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○ ○

16 島 名 熊 の 山古 墳 群 ○ 41 島 名 八 幡 前 遺 跡 ○ ○ ○

17 島 名 榎 内 古 墳 群 ○ 42 苅 間 六 十 日 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

18 西大橋 中内台古墳群 ○ 43 谷 田部 福 田前 遺 跡 ○ ○ ○

19 下河原崎高 山古墳群 ○ 44 高　　 田　　 遺　 跡 ○ ○

20 下 河 原 崎 古 墳 群

○

○

○ ○ ○

45 水 堀 道 後 前 遺 跡

○

○

○

○

21 谷 田部 台 町 古 墳 群 ○ 46 面　 野　 井　 城　 跡

22 島　 名　 前　 野　 古　 墳 ○ 47 苅　　 間　　 城　 跡 ○

23 西 大 橋 塚 山 古 墳 ○ 48 谷　 田　 部　 城　 跡 ○ ○

24 島 名 熊 の 山 遺 跡 ○ 49 上 萱 丸 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○

25 島　 名　 前　 野　 遺　 跡 ○ ○ 50 平　 後　　 遺　 跡 ○ ○
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おおはしなかうちだい　　　　　　　　　　　　　　しまなまえの　　　　　にしおおつかやま

大橋中内台古墳群〈18〉などの古墳群や，島名前野古墳〈22〉，西大塚山古墳〈23〉などの古墳が確認されている。
ぼうせいきょう

とくに面野井2号墳からは，旧谷田部町域唯一の小形彷製鏡（四獣鏡）が出土して，注目されている。
しまなくま　やま

両遺跡周辺の集落跡は，当財団の調査によって，古墳時代を通して生活が営まれた島名熊の山遺跡6）〈24〉，
しまなまえの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やたべうるし

島名前野遺跡7）〈25〉，島名前野東遺跡などが確認されている。また，谷田部漆遺跡8）〈26〉では中期，島名境
しまなやくし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やたべふくだ　　　　　　しまなほんだ

松遺跡や島名薬師遺跡　〈27〉　では後期の集落跡が確認されている。今後，谷田部福田遺跡　〈28〉，島名本田遺
しまなせきのだい　　　　　　おものいみなみ

跡　〈29〉，島名関ノ台遺跡　〈30〉，面野井南遺跡　〈31〉　などの遺跡の性格把握が待たれるところである。
ぐんが

奈良・平安時代には，島名地区は河内郡に編入される。河内郡街は，当遺跡から北東へ4．5kmの距離に位置
こんだにし　　　こんだにしつぼ

する桜地区の金田西遺跡・金田西坪A遺跡・金田西坪B遺跡付近に所在する9）。両遺跡の所在する島名地区は，

『和名類衆抄』の「嶋名郷」に比定されている10）。郷内に所在する島名熊の山遺跡は，古墳時代前期に集落が

形成されはじめ，奈良・平安時代を含めて竪穴住居跡1300軒以上という島名地区最大の拠点的な集落であった
しまなはちまんまえ　　　　　　かりまろくじゆうめ

と考えられる。ほかにも島名八幡前遺跡　〈41〉　や苅間六十日遺跡　〈42〉　などが確認されている。
はったともいえ　　　　　　　　たけよしもと

中世になると，島名地区は田中荘と呼ばれ，鎌倉幕府の成立後，八田知家の入部によって多毛義幹が没落し，
ひらいでし

田中荘は小田氏の支配下に入る。室町時代の両遺跡の周辺は，小田氏配下の平井手氏が面野井城　〈46〉　を構え

て島名・面野井に住していたといわれている11）。中世以降，確認される遺跡は城館跡がほとんどであり，島

名前野東遺跡では方形に巡る堀を伴う居館跡が確認されている。

近世の谷田部は大部分が谷田部藩領となり，島名地区は旗本領となっている。

※　文中の　〈　〉　内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。
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第3章　島名関ノ台南B遺跡

第1節　遺跡の概要

島名関ノ台南B遺跡は，奈良・平安時代を中心とした，古墳時代から近世にかけての複合遺跡であることが

確認できた。

今回の調査によって，古墳時代の竪穴住居跡2軒，古墳1基，奈良・平安時代の竪穴住居跡5軒，鍛冶工房

跡1基，近世の土坑2基，時期不明の土坑32基，溝4条などが検出された。遣物は，土師器，須恵器を中心に

遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に6箱出土している。

古墳時代では，中期の竪穴住居跡が2軒検出され，後期にはそれらの上に古墳が築かれている。

また，奈良・平安時代には，竪穴住居跡5軒が隣接して構築され，鍛冶工房跡からは，多量の鉄韓や鍛造剥

片，粒状洋が出土している。

このほか，近世の土坑と考えられる長方形の土坑が検出されている。

第2節　基　本　層　序

基本層序観察用のテストピットは，調査区西端のAla9区に掘削した。地表面の標高は19・8mで，地表面か

ら深度1．7mまで掘削し，基本土層図は第4図に示した。

テストピットの土層は，色調・構成粒子・含有物・粘性などから10層に細分される。これらは，大きく表土・

関東ローム層・常総粘土層に分類され，第1層が表土（耕作土），第2～8層が関東ローム層，そして第9・

10層が常総粘土層に相当し，次に各層の特徴を述べる。

第1層は，暗褐色を呈する腐植土層で，ロームブロックを少量含む。粘性・締まりはともに弱く，層厚は22

～29cmである。

第2層は，褐色を呈するローム層で，粘性・しまりはともに普通である。層厚は6～12cmであり，ソフトロ

ームに相当すると考えられる。なお，第1黒色帯については確認することができなかった。

第3層は，にぷい褐色を呈するローム層で，粘性は普通であるが，しまりは強い。層厚は8～20cmであり，バー

ドロームに相当すると考えられる。

第4層は，にぷい褐色を呈するローム層で，姶良Tn火山灰

（AT）を含む。粘性は普通であるが，しまりは強く，層厚は

6～14cmである。

第5層は，にぷい褐色を呈するローム層で，粘性は普通であ

るが，しまりは強い。層厚は14～24cmであり，第2黒色帯に相

当すると考えられる。

第6層は，にぷい褐色を呈するローム層で，粘性・しまりは

ともに強い。層厚は16～32cmであり，第2黒色帯に相当すると

考えられる。

第7層は，にぷい橙色を呈するローム層で，黒色粒子を中量
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含む。粘性・しまりともに普通であり，層厚は26～46cmである。

第8層は，にぷい黄橙色を呈するローム層で，白色粒子をわずかに含む。粘性・しまりともに強く，層厚は

15～30cmである。

第9層は，にぷい黄褐色を呈する粘土層で，粘土ブロック・赤色粒子をわずかに含む。粘性は普通で，しま

りは強く，層厚は8～14cmである。

第10層は，にぷい黄褐色を呈する粘土層で，粘土ブロックを少量含む。粘性・しまりは普通で，層厚は14cm

以上あり，下層が未掘のため本来の厚さは不明である。

住居跡・土坑等の遺構は，第2層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡2軒と古墳1基を確認した。以下，検出した遺構と遣物について記述

する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第5図）

位置　調査区北東部のA211区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　北西部を第1号填，北東部を第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状長軸5．84m，短軸4．98mの長方形と推定され，主軸方向はN－250－Eである。壁高は9～14cmで，

各壁ともほぼ直立しているが，南東部は斜面部で削平されている。

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められたところはみられない。また，壁溝は検出されていない。

炉　床中央部南西寄りに付設されている。長径68cm，短径54cmの楕円形を呈し，床面を若干掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。

炉土層解説

1　暗褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子微量

ピット　3か所。Plは深さ40cmほどで北壁中央よりやや東に位置している。覆土は2層からなりローム粒子

を主体とする自然堆積である。P2は深さ35cmで，中央部よりやや北側に位置している。P3は深さ36cmで，

西壁中央部よりやや東に位置している。覆土は3層からなりロームブロックが多量に混入した人為堆積である。

いずれのピットも位置から主柱穴とは考えられず，性格は不明である。

ピット土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，締まり弱い

4　褐　　色　ロームブロック多量
5　暗褐色　ローム粒子少量
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貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長軸78cm，短軸56cmの隅丸長方形で，深さは25cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土は3層からなり焼土や，炭化物の混入状況から人為堆積である。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土10層からなり，レンズ状の堆積状況を示した，自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
8　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム粒子中量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片34点（杯類7，椀1，嚢26），須恵器片6点（杯類5，嚢1），モモと思われる植物の

種子2点が出土している。出土した土器片の大半は細片であり，図化できたものはほとんどないが，1は貯蔵

穴上層より出土し，植物の種子は北西壁付近の床面から検出されている。

所見　本跡の時期は，出土土器から5世紀後薬と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表（第5図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

1 土 師器 椀 ［14 ．2］ （5．7） 石 英 ・雲 母 明赤 褐 普 通 体 部外 面 上位 へ ラ磨 き，下位 へ ラ削 り 覆 土 下 層 20％

第7号住居跡（第6図）

位置　調査区北西部のAlhO区に位置し，標高21．6mの台地平坦部に立地している。

去
J
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第6図　第7号住居跡・出土遣物実測図

－12－

10cm

仁一　　；　　！



重複関係　本跡の上に第1号古墳の墳丘が構築されたものと考えられる。

規模と形状　本跡の北西側は調査区外へ延びているが，長軸3・40m，短軸は1・60mほどが確認され，方形もし

くは長方形と推定される。主軸方向はN－180－Eであり，壁高は8～20cmで，各壁とも外傾して立ち上がって

いる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められたところは多少見られる○耕作による撹乱が著しいため残存する部分は非常に

少なく，床面に広がっていたと思われる焼土や炭化材は若干残る程度である。また，壁溝は検出されていない。

炉　調査した範囲では確認されない。

ピット　調査した範囲では確認されない。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化物・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

5　赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
6　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
7　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量

遺物出土状況　土師器片76点（坪3，高坪1，襲72），須恵器片2点（杯1，蓋1）が出土しているが，撹乱

が著しいため，すべてのものが本跡に伴うものとは限らない。遺物は中層から下層に多く分布し，29は床面直

上に散乱した状態で検出された。

所見　本跡は床面から検出された焼土や炭化材から消失家屋と考えられる。また時期は，出土土器から5世紀

後葉と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表（第6図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

29 土師器 嚢 ［15．4］（15．3） －
石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面ハヶ月調監内面指頭痕有り 覆土下層 10％

表2　古墳時代住居跡一覧表

住居跡

番号
位 置

主軸方向

（長軸方向）
平面形 規　 模 壁高 床面 壁溝

内　 部　 施　 設
覆土 主な出土遺物 時　 期 備　 考

主柱穴出入口ピット貯蔵穴窯・炉

1 A 2il N －250－E ［長方形］［5．84］×［4．98］ 9～14 平坦 － 3 1 炉1 自然 土師器，須恵器，モモの種 5世紀後菓 本跡→TMl・
SD2

7 A lhO N －180－E ［方　 形］ 3．40 ×（1．60） 8～20 平坦 － － － － － － 自然 土師器，須恵器 5世紀後菓 本跡→TMl

（2）古墳

第1号墳（第7図）

位置　調査区北西部のAliO区を中心に位置し，標高21・3mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第7号住居跡の上に墳丘が構築されている。

墳形及び規模　検出された規模は，南北13・7mほどで墳丘のほとんどが削平されている。西側は調査区外のた

め詳細は不明であるが，直径16mほどの円墳と推察される。

墳丘　削平により墳丘の大部分は存在しないが，内辺径16mほどの円墳であり，埋葬施設は未確認である。

－13－



第7図　第1号古墳・出土遺物実測図
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周溝　上幅0．7～1．6m，深さ0．15～0．26mで，底面はほぼ平坦であるが，部分的に内側に傾斜する所も見られ

る。また，壁は外傾して立ち上がる。覆土は6層からなり，ローム粒子を主体とするレンズ状の堆積を示す自

然堆積である。

周溝土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子少量・焼土粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック小量
5　褐　　色　ローム粒子少量
6　明褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片69点（杯33，襲36），須恵器（杯1）が出土している。これらは上層から下層まで散

乱した状態で検出され，そのほとんどは細片である。30は周溝中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

第1号古墳出土遣物観察表（第7図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

30 土師 器 杯 ［14．0］ 7．0 石 英 ・雲 母 赤 褐 普 通 体 部 外 面 下位 へ ラ削 り，内面へ ラナ デ 覆 土 下層
6 0％　 PL9

内外 面 赤彩

2　奈良・平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡5軒と鍛冶工房跡1基を確認した。以下，検出された遺構及び遣物について記述

する。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第8図）

位置　調査区北東部のB2al区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　西側の大部分を第3・4号住居跡，南東部を第1号溝に振り込まれている。

規模と形状　長軸3．54m，短軸は1．06mほど確認され方形または長方形と考えられる。主軸方向は真北を向き，

壁高は8cmで，外傾して立ち上がっている。

」L20．4m

二一」へ

第8図　第2号住居・出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，踏み固められたところは見られない。また壁溝は検出されていない。

竃　調査した範囲では確認されていない。

ピット　調査した範囲では確認されていない。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片83点（杯4，襲79），須恵器片12点（杯9，蓋2，嚢1）が出土している。多くの遺

物は覆土下層から出土しているが，細片が多いため図化できなかった02は，北東部の床面よりやや高い位置

より出土し，本跡埋没直後に流れ込んだものと考えられる。

所見　本跡は時期判定が可能な遣物がわずかなため断定できないが，第3・4号住居跡に掘り込まれているこ

とから9世紀以前につくられたものと考えられる。

第2号住居跡出土遣物観察表（第8図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

2 須恵器 杯 ［13．0］ 4．2 ［7．2］石英・長石・雲母 褐灰 普通 口縁部横ナデ，体部外面下端回転へラ削り 覆土中層 30％

第3号住居跡（第9図）

位置　調査区北東部のBlaO区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第2号住居跡の西部を掘り込み，さらに本跡の床上には拡張と考えられる第4号住居跡が重複して

いる。

規模と形状　長軸3．57m，短軸2・76mの長方形で，主軸方向はN－930－Eである。壁高は約48cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。また，住居西壁に高さ6cm，幅10cmの階段状の張り出しが存在する。

床　ほぼ平坦で，竃2の前面からPlにかけて，よく踏み固められている。また，壁溝は検出されていない。

竃　東壁中央部に竃1，北壁中央部に竃2が付設されている○竃1は袖部が残存しており，焚口から煙道部ま

で110cmほどで，袖部幅130cmである。煙道部は壁外へ26cm掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。袖部は14

～20層で，粘土を主体とした袖部の芯材を構築し，その周りを包むようにローム・粘土・砂で袖部を構築して

いる。火床部は床面から8cmほど皿状に掘り下げ，火熱により赤変硬化している。また，竃2は壁外に40cmほ

ど掘り込まれた煙道部が残存しているだけで，袖部や火床部の残りは見られない。竃2から竃1への作り替え

が考えられる。

竃1土層解説
1褐　色　褐色粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

2　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒
子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，褐色粘土粒子少量，焼土ブロック・
炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・褐色粘土粒子少量，ロー
ム粒子微量

5　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　灰褐色　褐色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子・砂粒微量
7　灰褐色　ローム粒子・褐色粘土粒子・炭化粒子・砂粒少量，

焼土粒子微量

8　灰褐色　焼土粒子・褐色粘土粒子・焼土粒子・砂粒少量，ロー
ム粒子・炭化粒子微量

9　明赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量，褐色粘
土粒子微量

10　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・褐色粘土粒子・砂粒少量，
焼土ブロック微量

11明赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
12　褐　　色　ローム粒子微量
13　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
14　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒

子・砂粒微量

15　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
16　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・

砂粒微量

17　灰褐色　粘土粒子少量，ロームブロック・砂粒微量
18　灰褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
19　暗褐色　ローム粒子微量
20　にぷい黄橙色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
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第9図　第3号住居跡実測図
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ピット1か所。南に段差を持つピットで，北側が一段低くなり，深さ30cmほどである。南壁よりの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土12層からなる。第1～3層は，覆土の硬化の状態などから第4号住居跡の貼床であり，第4層からは埋

土と考えられる。

土層解説
1褐　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　7　明褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　　　　　　　　　8　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量　　9　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　10　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭11明赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　12　明褐色　ロームブロック多量
6　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片156点（坪16，高台付盤3，蓋1，嚢135，小型餐1），須恵器片39点（杯28，高台付盤1，

蓋4，嚢6）がほぼ全域から散在した状態で出土している。全体的に覆土中・下層からの出土が多い。5は南
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壁際，7はほぼ中央部の床面からそれぞれ検出されている。3・4・6・8は竃内から出土し，8は遺棄され

たものと考えられる。また，付近からは炭化種子が検出されている。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

∠⊃

10cm

L－1－‥一一‥
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C＝　〔三cm
第10図　第3号住居跡・出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第10図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

60％
3 土 師器 杯 ［13．8］ 4，5 ［7．6］石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普 通 口縁 部 横 ナデ ／休部 外 面下 端 へ ラ削 り． 竃火 床 部

4 土 師器 杯 ［14 ．8］ 4．6 8 ．4 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通 口縁 部 横 ナ デ，体 部 外 面 下端 へ ラ削 り 竃火 床 部 30％

40％　 PL 9
油煙 付 着5 土 師器 杯 ［8．4］ 3．4 ［6．6］長 石 ・赤 色 粒 子 にぷ い黄 橙 普通 外 面下 端 へ ラ削 り 南壁 際 床 面

6 須 恵器 蓋 ［11．4］ （2．2） － 石 英 ・長 石 褐 灰 良好 天 井部 回 転へ ラ削 り　 口縁 部 ロクロナ デ 竃 火床 部 30％

5 ％　 PL 9
内外 面 施 粕

90 ％ P L8

7 三彩 陶 器 托 カ － （1．0） ［10 ．2］緻 密 浅 黄橙 良好 体 部外 面 下 端横 ナ デ 中央 部 床 面

8 土 師器 小型 襲 15．2 17．2 8．3 石英 ・長 石 ・雲母 に ぷい 橙 普 通 口縁 部横 ナ デ ，体 部外 面 下位 へ ラ削 り 竃 火 床 部

第4号住居跡（第11図）

位置　調査区北東部のBlaO区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している0
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第11図　第4・5・8号住居跡実測図
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第12図　第4号住居跡出土遣物実測図（1）
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第13図　第4号住居跡出土遣物実測図（2）
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重複関係　第2号住居跡の西部，第5号住居跡と第8号住居跡の東部を掘り込み，本跡の床下には拡張前の第

3号住居跡が重複している。

規模と形状　長軸4．07m，短軸3・60mの長方形で，主軸方向はN－50－Eである0壁高は38～45cmで，直立

して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部の南から竃前面にかけての床面がよく踏み固められている0壁溝は検出されていない。

竃　北壁中央部よりやや東に敷設されている。規模は，焚口から煙道部まで1・2m，袖部幅は1・45mほどである。

煙道部は壁外へ0．55mほど掘り込まれ，焚口から緩やかに立ち上がり，煙道部で急激に立ち上がる。土層は17

層からなり，第1～12層までが覆土であり，第13～16層までが袖部の構築材，第17層が火床部層である0覆土

は褐色粘土粒子が多量に混入し，焼土粒子や炭化粒子も混在し，含有物の乱れた堆積状況を示している。第13

層の火床部は床面から6cmほど皿状に掘り下げ，火熱により赤変硬化している。第16層は地山の掘り残しと褐

色粘土を用いて袖部の基部をなし，その上に第14，15層で袖部本体を構築している。

竃土層解説
1暗褐色　褐色粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　褐色粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　褐色粘土粒子中量，炭化粒子少量　焼土ブロック微
量

4　暗褐色　焼土粒子多量，褐色粘土粒子中量，炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量

10　にぷい黄褐色　粘土粒子少亀　炭化物微量
11にぷい柵色　焼土粒子少量，炭化物・粘土粒子微量

12　にぷい褐色　ロームブロック・粘土粒子微量
13　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量
14　褐　色　褐色粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
15　褐　色　褐色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子微量

8　暗褐色　褐色粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭16　暗褐色　褐色粘土粒子多量・炭化粒子少量，炭化粒子微量
化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　17　明褐色　ローム粒子多量

9　にぷい赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　調査した範囲では確認されない。
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覆土　9層からなり，含有物はロームブロックを主体とし，焼土粒子や炭化粒子も混入する，レンズ状の堆積

をした自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量・焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
8　褐　　色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片143点（杯10，高台付杯1，嚢132），須恵器片69点（杯39，高台付杯2，盤3，高台

付盤1，蓋6，襲18），陶器3点，鉄鎌1点や鉄樺などが南西部以外のL字状の範囲に比較的集中して出土し

ている。これらは覆土中層・下層からの出土が多い。10・21は覆土中の遣物である。17・18・19・22・23・M

2は上・中層からの出土であり，ほかから流れ込んだものと考えられる。9は中央部，15は南東部から，16は

南西部から，Mlは中心部東寄りのそれぞれ床面より出土している。竃内からは転用支脚を構成していた11～

14と，流れ込んだと考えられる20・Qlが検出されている。ほかに縄文土器も出土しているが，本跡に伴うも

のではない。

所見　時期は，出土土器から9世紀中～後葉と考えられ，第3号住居跡を拡張したものと考えられる。

第4号住居跡出土遣物観察表（第12・13図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

9 土 師器 杯 ［7．4］ 3 ．4 ［5．4］ 長石 ・雲母 浅 黄 橙 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 覆 土 中 20 ％　 油 煙 付着

10 土 師器 杯 ［10．6］ （4 ．2） － 石 英 にぷい 樟 普 通 口縁部内面横ナデ 覆 土 中 10％　 線 刻 を有す

11 須 恵 器 杯 13．3 5．2 6．4 石英 ・長 石 ・雲母 褐灰 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 竃火 床 部 100 ％ P L8

12 須 恵 器 坪 13．6 5．1 7．0 石 英 ・長 石 ・雲母 褐 黄 灰 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 竃火 床 部
100 ％ P L8

油 煙付 着

13 須 恵 器 杯 12．1 4 ．4 6．0 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い黄 橙 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 竃火 床 部 100 ％ P L8

14 須 恵 器 杯 13．0 4 ．8 6．0 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い黄 樫 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 竃火 床 部 90 ％　 PL 8

15 須 恵 器 杯 12．8 4 ．5 6．0
石英 ・長石 ・

雲母 ・赤 色粒 子
褐灰 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 南東 部 床 面 80 ％　 PL 8

16 須 恵器 i不 ［13．2］ 4 ．4 6．0 石英 ・長石 褐灰 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 南西 部 床 面
90 ％　 pL 8

油 煙付 着

17 土 師器 高 台 付杯 13．3 5 ．8 7．6
石英 ・長石 ・

雲母 ・赤色 粒 子
にぷ い黄 橙 普 通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り，高台貼り付け 覆 土 中

60 ％　 pL 9

油 煙 付着

18 須 恵器 蓋 － （3．1） － 石英 ・長石 ・雲母 灰黄 普 通 天井部回転へラ削り 覆 土 中層 80 ％　 PL 9

19 須 恵 器 蓋 － （4 ．0） － 石英 ・長石 ・雲母 灰 良 好 天井部回転へラ削り 覆 土 中層 70 ％　 PL 9

20 須 恵器 高 台付 盤 ［15．3］ 3 ．7 8．0 石英 ・長石 ・雲母 黄灰 普 通 口縁部横ナデ局台貼り付け 竃 中層 60 ％　 PL 9

21 三彩 陶 器 小 壷 ［4．0］ （0 ．9） 緻密 浅 黄 橙 普 通 口縁部，体部外面上位横ナデ 覆 土 中
占％　 pL 9

外 面施 釆由

22 土 師器 嚢 ［20．4］ （7 ．3）
石英 ・長石 ・

雲母 ・赤色 粒 子
褐 普 通 口縁部横ナデ，体部内面へラナデ 覆 土 中層 5 ％

23 須 恵器 襲 （17．1）
長 石 ・雲母 ・

赤色 粒 子
にぷ い褐 色 普 通 頸部横ナデ，輪積み痕 覆 土上 層 10％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Ql 磨石 （7．6） 6．5 4．2 （274．7） 安山岩 一部欠損 覆土中 PLlO

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　 徴 出土位 置 備　 考

M l 鎌 （15．4） 3．8 0．2～ 0．6 76．3 鉄 ． 切 先欠 損 ，刃部 湾 曲，基 部 は折 り曲げて ある 中央 部 床 面 PL lO

M 2 鉄樺 6．4 （5．2）・ 2．7 （104．1） 鉄 椀 形梓 覆 土 上層
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第5号住居跡（第11図）

位置　調査区の北東部のBlaO区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第8号住居跡の南側の大部分を掘り込み，第3・4号住居跡に東側の大部分を掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．64m，短軸0．5mの方形もしくは長方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は38cmで，

各壁とも直立して立ち上がる。

床　平坦であるが，東側の大部分については不明である。現状では硬化した床面や，壁溝は確認されない。

竃　現状では確認されない。

ピット　現状では確認されない。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　焼土粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　鉄製品（刀子1）が西壁中央部の床面より割れた状態で出土するのみ

である。

所見　本跡は遣物がわずかなため断定できないが，第3・4号住居跡に掘り込まれて

いることから9世紀中葉以前につくられたものと考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表（第14図）

章＼一芸≒．‡
◎　留　　　窃

0　　　　　　　5cm

ヒ＝＿⊥＿⊥」

第14図　第5号住居
跡出土遣物実測図

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重量 材質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M3 刀子 （8．4） （8．4） 1．1 0．4 － 6．8 鉄 基部欠損 中央部床面

第8号住居跡（第11図）

位置　調査区の北東部のBlaO区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第5号住居跡に南側の大部分を掘り込まれ，第3・4号住居跡に東側の大部分を掘り込まれている。

規模と形状　長軸0．8m，短軸0．2mの方形または長方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁高は14cmで，

直立して立ち上がる。

床　平坦であるが，東側の大部分については不明である。現状では硬化した床面や，壁溝は確認されない。

竃　現状では確認されない。

ピット　現状では確認されない。

覆土1層のみであり，現状からの土層堆積の観察は困難である。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　現状では確認されない。

所見　第3・4・5号住居跡に掘り込まれており，これらの住居跡より古いと考えられるので，9世紀中葉以

前と考えられる。
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表3　奈良・平安時代住居跡一覧表

住居跡

番 号

位 置
主軸方向

（長軸方向）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm）

床面 壁溝
内　 部　 施　 設

覆土 主な出土遺物 時　 期 備　 考

主柱穴出入口ピット貯蔵穴竃・炉

2 B 2 al N －0 0 ［方　 形］ 3．54 ×（1．06） 8 平坦 － － 自然 須恵器 9世紀中葉以前 本跡→SI3・4

3 B l a O N －930－E 長方形 3．57　×　2．76 48 平坦 － 1 竃2 人為 土師器，須恵器，三彩 9世紀中葉 SI2→本跡→

SI4

4 B la O N －5 0－E 長方形 4．07　×　3．60 38～4 5 平坦 － 竃 1 自然 土師器，須恵器，三彩 9世紀後半 SI2・8→ S I5→
SI3→本跡

5 B l aO N －6 。－E ［方　 形］ 2．6 4 ×（0．5） 38 平坦 －
自然 鉄製品 9世紀中葉以前

SI8→本跡→

SI3・4

8 B l aO N －5 0－E ［方　 形］（0．80）×（0．20） 14 平坦 － －
9世紀中葉以前 本跡→SI5→

SI3・4

（2）鍛冶工房跡

第1号鍛冶工房跡（第15・16図）

位置　調査区の南東部のBlf9区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。
1

重複関係　第33号土坑に北西部を掘り込まれ，撹乱と，削平により南西部は明確でない。

規模と形状　長軸2．85m，短軸2．72mの方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は16～32cmで，直立し

て立ち上がる。南東部は調査区外に延びている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南西に向かって床面がよく踏み固められている。壁溝は検出されていない。

鍛冶炉　床面下の堀り方面から確認される。中央部よりやや南東に敷設され，規模は長軸86cmほど，短軸62cm

ほどの楕円形で，床面を30cmほど掘りくぼめ，粘土を貼り付けた炉である。炉床は高温の火熱のため溶け出し

た鉄が付着し，青変硬化している。また，炉の周辺の床面が赤変している。また，炉の周辺を堀り方の高さま

で掘り下げると，北と東に溝状の凹みがみられた。本跡の遣物としては確認できなかった羽口を装着した凹み

と考えられる。土層は3層からなり，第1層が青変硬化した層で鉄分がかなり付着している。そのまわりを赤

変した第2層が巡っている。第3層は鍛冶炉構築時の土台と考えられる。

炉土層解説
1　黒褐色　鉄韓多量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土ブロック少量

3　黄褐色　粘土粒子多量

ピット1カ所。堀り方床面のほぼ中央部，鍛冶炉の南西に位置している。平面的に見るとひょうたん状に掘

り込まれており，南側が一段低くなっている。北側の掘り込みは直径84cmほどの円形で，深さは16cmである。

南側の掘り込みは長軸82cm，短軸64cmの楕円形で，50cmほど掘り込んでいる。堆積土層は14層からなり，焼

土・炭化物を主体とした覆土で，層序は粘土ブロックが混入するなど不安定であり，人為堆積と考えられる。

また，2つの掘り込みは堆積土層に断絶が見られなかったため単一のピットととらえた。

ピット土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子少量
2　黒褐色　粘土粒子中量

3　褐　　色　粘土粒子中量，粘性強
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　粘土粒子中量
6　暗褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　　色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

8　黒褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11灰褐色
12　褐　　色
13　灰褐色
14　明褐色

焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化物微量
粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子少量
粘土粒子中量，焼土ブロック微量
ロームブロック多量
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第16図　第1号鍛治工房跡鍛造剥片・粒状子宰出土分布図
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覆土　34層からなり，26～34層は掘り方の埋め土であり，これらは堅くしまっている。含有物は焼土粒子・炭

化粒子・ロームブロックが混在し，土層堆積の層序も安定しないことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微

7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　灰褐色
11暗褐色
12　褐　　色
13　黒褐色
14　暗褐色
15　暗褐色
16　褐　　色
17　褐　　色

量

ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
焼土粒子・粘土粒子少量

炭化粒子微量
炭化粒子・粘土ブロック微量
ローム粒子少量
ローム粒子少量，粘土ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
粘土粒子中量
口一ム粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・粘土ブロック微量
暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
暗褐色

極暗褐色
黒褐色
黒褐色
黒褐色
極暗褐色

暗褐色

暗褐色
暗褐色
暗褐色

極暗褐色
黒褐色
黒褐色
灰黄褐色

炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

焼土粒子微量
炭化粒子微量
粘土粒子少量
粘土粒子中量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子・白色粘
土ブロック微量
粘土粒子中量，炭化粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子少量，焼土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
粘土ブロック多量

褐　　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量



し 、：ぐ…、』

∴ご一．：

10cm

L＿＿⊥＿‥1

：Il‾＿‾‾二l＿＿

口．

第17図　第1号鍛治工房跡出土遣物実測図
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遺物出土状況　土師器片58点（杯4，高盤4，襲50），須恵器片38点（杯9，盤1，鉢1，餐27），石器（砥石1），

鉄樺・鍛造剥片が本跡より確認されている。鉄浮・鍛造剥片などは床面全域から散在して検出されているため，

建物廃棄直前まで操業していたものと考えられる。また，ほかの出土遣物は比較的北部に集中している。24は

pl南側の覆土直上より検出され，27の土師器賓はPl北側の覆土上層より検出，28は破片が覆土上層より散

らばって出土している。25は須恵器鉢で北西壁の床面より検出されているが，器の内側に付着物があり，金属

を溶かす際の相場と考えられる。Q2の砥石は西壁中央部の下層より出土している。これら2つの鍛冶関係遣

物が本跡で使用されたものかは不明である。また，26の須恵器鉢は焼土がU字状に廻った床面の中心部を掘り

込んで据えた状態で検出している。器面には焼けた形跡は確認できなかったため，周りの焼土との関係は不明

である。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。本跡は上下2層の床面からなると考えられる。上面は

一般的な建物の様相を呈し，下面からは鍛造剥片，粒状揮，鉄韓等が多量に出土していることなどから鍛冶工

房跡と考えられる。そこで遣構内の作業空間の配置を明らかにするため，覆土を50cm方眼で分割して取り上げ，

洗浄したのち鍛造剥片と粒状韓について重量を計測した。（第16図）。その結果鍛造剥片，粒状梓ともに多く出

土しているのはPl内と，南西部であった。特にPlの覆土中から多量の鍛造剥片，粒状洋が検出しているこ

とと，炉に近いこともあり，Pl付近に金床があったと考えられる。

第1号鍛冶工房跡出土遣物観察表（第17図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

24 須恵器 坪 ［12．8］ 3．9 ［6．4］石英・長石・雲母 灰黄 良好 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り Pl上層 40％

25 須恵器 鉢 － （3．9） ［8．2］石英・長石 浅黄 普通 体部外面下端へラ削り，内面下端へラナデ 北西部床面 30％　 pL9

26 須恵器 鉢 ［17．6］ 16．0 －
石英・長右・雲母 灰白 良好 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，輪積み痕 鍛冶炉上層 30％　 PL8

27 土師器 餐 ［17．0］ （5．5） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面パケ目調整，内面へラ削り Pl上層 10％

28 須恵器 襲 ［35．2］ （6．4） － 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面縦位の平行叩き 覆土下層 5％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ L重　 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q2 砥石 （11．1） 7．6 5．2 （517．8） 凝灰岩 2面使用，線条痕あり，欠損 覆土下層 PLlO

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M4 釘 （3．8） 0．3 0．3 （1．8） 鉄 畢部欠損 鍛冶炉内

M5 鉄揮 4．7 3．5 2．8 8 2．3 鉄 椀形揮 鍛冶炉内 PL lO

‘、M 6 鉄揮 （5．4） 6．0 3．4 （77．8） 鉄 椀形揮 鍛冶炉内 PL lO

M 7 鉄樺 （4．8） 2．7 1．8 （2 8．4） 鉄 椀形梓 鍛冶炉内 PL lO

M 8 鉄浮 7．7 6．7 2．9 122．7 鉄 椀形梓 鍛冶炉内 PL lO

3　近世の遺構と遣物

今回の調査で，土坑2基を確認した。以下，検出された遺構及び遣物について記述する。

土坑

第30号土坑（第18図）

位置　調査区南部のBlf7区に位置し，標高19．0mの台地平坦部に立地する。東側に第33号土坑が隣接する。

規模と形状　長軸2．9m，短軸0．66mの長方形を呈し，長軸方向はN－80－Eで，深さは0・44mである。底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

－28－
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第18図　第30号土坑実測図

覆土　5層からなる。ローム・粘土ブロックを主体とした堆積状況を示した人為堆積である。

吉層霊説色呂；完呈ツク中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブ雲琵霊宝悪霊謂禁霊芸呈，・雲；呂謂霊
2　暗褐色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微　5　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量

量

遺物出土状況　土師器片1点（嚢1）が出土しているが，流れ込みと考えられる。

所見　遣物が出土していないため時期決定が困難であるが，規模や形状などから，近世のイモ穴と考えられる。

第33号土坑（第19図）、

位置　調査区南部のBlf8区に位置し，標高19・Omの台地平坦部に立地する。西側に第30号土坑が隣接してい

る。

重複関係　北東部は第1号鍛冶工房跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．06m，短軸0・68mの長方形を呈し，長軸方向はN－00で，深さは12～30cmほどである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　5層からなる。ローム・粘土粒子を主体とした堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，灰白色粘土ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，灰白色粘土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック微量

4　灰褐色　ローム粒子・灰白色粘土粒子微量
5　灰褐色　灰白色粘土ブロック中量，ロームブロック微量

遺物出土状況　須恵器片1点（杯1）が出土しているが混入であり，本跡に伴うものではなく，小片のため，

図示できない。

所見　本跡に伴う遣物が出土していないため時期決定が困難であるが，規模や形状などから，近世のイモ穴と

考えられる。

第19図　第33号土坑実測図

－29－



表4　近世土坑一覧表

土坑
位 置

主軸方向
平面形

規　 模（m ） 深　 さ
壁　 面 底　 面 覆　 土 出土遣物

備　　 考

番号 （長軸方向） （長軸×短軸） （cm） （旧→新）．

30 B lf7 N －8 0－E 長方形 2．9　×0．66 44 外傾 平坦 人草

33 B lf8 N －00 長方形 2．06×0．68 12～30 外傾 平坦 人為 第1号鍛冶工房跡→本跡

4　その他の時代の遺構と遣物

今回の調査で，土坑32基，溝4条を確認した。以下，検出された遺構及び遣物について記述する。

（1）土坑

遺構に伴う遺物が検出されなかったため時期を特定することができない土坑を，一覧表及び実測図で掲載す

る。

第1号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック中量

第2号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子微量，粘土ブロック多量

第3号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ロームブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子微量

第5号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子少量

第6号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ロームブロック中量

4　褐　　色　ローム粒子微量

第7号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量

第8号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

第9号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

第10号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック多量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量
4　褐　　色　ローム粒子微量

第11号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

第12号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量
2　褐　　色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

第13号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ロームブロック中量
4　褐　　色　ローム粒子中量

第14号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ロームブロック中量

第15号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第16号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量

第17号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

第18号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中量

第20号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

－30－
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第21号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ロームブロック少量

第22号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

2　褐　　色　ロームブロック中量

第23号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第24号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ロームブロック少量

第25号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第26号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第27号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック中量

表5　その他の土坑一覧表

第28号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

第29号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック少量

第31号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

第32号土坑土層解説

1　褐　　色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第34号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

第35号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

第36号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ロームブロック中量

土坑

番号
位 置

主軸方 向

（長軸方向）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

深 さ

（cm）
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（旧→新）

1 A 2el N －140－E 楕円形 0．9　 ×　0．82 35 外傾 平坦 自然

2 A lgO － 円形 0．42　×　0．39 29 緩斜 皿状 人為

3 B lb9 － 円形 0．32　×　0．32 22 外傾 皿状 自然

5 B Ic9 － 円形 0．52　×　0．50 22 緩斜 皿状 自然

6 B Ic9 N －550－W 楕 円形 0．52　×　0．40 26 外傾 皿状 人為

7 A ljO － 円形 0．44　×　0．40 20 外傾 平坦 自然

8 B ldO N －240－E ［楕円形］ 1．00 ×（0．80） 14 緩斜 平坦 人為

9 B la9 N －820－E 楕円形 0．56　×　0．34 14 緩斜 平坦 自然

10 B la9 N －250－W 楕円形 ‾ 0．72　×　0．40 26 外傾 皿状 自然

11 B Ic8 － 円形 0．60　×　0．54 22 外傾 平坦 人為

12 B Ic9 N －37L w 楕円形 0．52　×　0．42 29 外傾 皿状 自然 本跡→SD4

13 B Ic8 N －120－W 楕円形 0．63　×　0．54 23 緩斜 平坦 自然 ．

14 B Ic8 N －130－W 楕円形 0．46　×　0．40 24 外傾 平坦 人為

15 B ld8 － 円形 0．82　×　0．81 8 緩斜 平坦 自然

16 B le8 N －570－W 楕 円形 0．‘64　×　0．50 24 外傾 平坦 自然

17 B ld9 N －620－W 楕 円形 0．88　×　0．76 10 緩斜 平坦 人為

18 B ld9 N －680－W 楕円形 0．68　×　0．58 14 緩斜 平坦 自然

20 B le8 － 円形 0．40　×　0．36 20 外傾 平坦 自然

21 B ld7 N －220－E ［楕円形］ 0．56 × （0．32） 21 外傾 平坦 自然

22 B ld9 N －370－E 不整楕円形 0．44　×　0．34 44 外傾 凹凸 人為
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土坑

番号

位 置
主軸方向

（長軸方向）
平面形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

深さ

（cm）
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遣　 物

備　　 考

（旧→新）

23 B l d8 N －82 0－E 楕円形 0．44　×　0．24 12 外傾 平坦 自然

24 B l e9 N －320－E 不整形 3．28 × （1．06） 10～18 外傾 平坦 自然

25 B l e9 N －280－E 楕円形 0．90　×　0．58 20 外傾 平坦 自然

26 B l e8 N －350⊥W 楕円形 0．38　×　0．30 10 緩斜 平坦 ・ 自然

27 B l f8 － 円形 0．24　×　0．22 26 外傾 平坦 人為

28 B l f8 － 円形 0．34　×　0．32 32 外傾 平坦 人為

29 B l f7 － 円形 0．36　×　0．32 50 外傾 平坦 人為

31 B l d9 N －490－E ［長方形］ 1．12 ×（0．48） 16 緩斜 平坦 人為

32 B l f8 N －230－W 楕円形 0．36　×　0．28 20 外傾 平坦 人為

34 B l g7 － 円形 0．46　×　0．42 15 外傾 平坦 自然

35 B l f6 － 円形 0．40　×　0．38 8 外傾 平坦 自然

36 B l f 7 － 円形 0．54　×　0．51 16 外傾 平坦 人為

（2）溝跡

第1号溝（第23図）

位置　調査区北東部のA2il～B2bl区に位置し，標高21・Omの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第2号住居跡の南東部と第5号溝の上場を掘り込み，東側を第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の東部北寄りを北方向（N－60－E）へ直線的に延びている。確認された長さは5・8mほ

どで，南端はさらに南へ延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅0・4～0・8

mで，深さ0．16～0．20mであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。層序はレンズ状を呈した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量 2　暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片6点（坪2，襲4），須恵器片2点，（坪1，襲1）が覆土中から出土しているが，

細片のため図化できるものはなく，ほとんど埋没時の流入と考えられる。

所見　時期は，伴出する遺物がないため不明である。

第2号溝（第23図）

位置　調査区北東部のA2gl～B2al区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第1・5号溝の東側を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区の東部北寄りを北方向（N－60－E）へ直線的に延びている。確認された長さは16・8m

ほどで，南端はさらに南へ延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅0・4～0・8

mで，深さは0．44mほどである。形状は底面が平坦で，壁はやや開いて立ち上がる箱薬研状を呈している。底

面のレベルは，北側が標高19．8m，南側が19．7mであり，北から南に向かって10cmほどの傾斜がみられる。
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第23図　第1・2・5号溝・出土遣物実測図



覆土　5層からなる。層序は安定せずにロームブロックを主体としているため，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック多量
3　褐　　色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック微量

5　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片5点（杯1，窺3，器台1），須恵器片1点（蓋1），陶器2点，石

2点が覆土中から出土している。31は北部A2hl区の溝中央部の覆土中層より出土しているが，ほかの遣物と

ともに埋没時に流入したと考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遺物がないため不明である。

第2号溝出土遣物観察表（第23図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

31 土師器 器 台 － （6．8） －
長石・雲母 赤褐 普通 脚部外面へラ磨 き 覆土中層 30％　 3孔穿孔

第4号溝（第24図）

位置　調査区北東部のBlb9～BIcO区に位置し，標高20．0mの台地平坦部から東の斜面部に向かって立地し

ている。

重複関係　第12号土坑の一部を，本跡が掘り込んでいる。

規模と形状　調査区の中心部より東西方向（N－410－W）に直線的に延びている。確認された長さは5・20m

で，東端はさらに東へ延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅0・5～0・8m，

深さは0．1～0．28mである。底面は平坦で，壁面は外傾して立ち上がる。底面のレベルは，北側が標高19．9m，

南側が19．7mであり，北から南に向かって20cmほどの傾斜がみられる。

第24図　第4号溝実測図

ー37－

A20．2m

：∴こ一三　二l

且

‾守ア‾
C

一＼＿＿一／一．－‾

D

′ヽ－　／

0 2m」



覆土　3層からなる。層序はレンズ状を呈し，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片34点（坪1，嚢33），須恵器片6点（杯2，賓4）が覆土中から出土しているが，細

片のため図化できるものはなく，ほとんどの遺物が埋没時の流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

第5号溝（第23図）

位置　調査区北東部のA2jl～B2al区に位置し，標高21．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第2号溝に東側を，第1号溝に上部を掘り込まれている。

規模と形状　調査区の東部北寄りを北方向（N－60－E）へ直線的に延びている。確認された長さは6．50m

ほどで，南端はさらに南へ延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅0．32～

0．48mで，深さは0．16mほどである。底面は平坦で，壁面は外傾して立ち上がり，底面の傾きはほとんど認め

られない。

覆土　2層からなる。層序はレンズ状を呈し，自然堆積である。

土層解説
1　褐　色　ロームブロック微量 2　褐　色　口一ムブロック少量

遺物出土状況　土師器片5点（襲5）が覆土中から出土しているが，細片のため図化できるものはなく，いず

れも埋没時の流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

表16　溝一覧表

遺構

番号
位　 置 主軸方向 形　 状

規　　 模（m ）
断面 底面 覆土 主な出土遣物

備　　 考

（旧→新）確認長 上　 幅 下　 嘩 深　 さ

1 A 2il～B 2bl N －60－E 直線 （5．80） （0．4～0．8） 0．2 0．16～0．20 逆台形 平坦 自然
SI2・SD5→本跡→

SD2

2 A 2gl～B 2 al N －60－E 直線 （16．80） 0．4～0．8 0．2　～0．4 0．44 箱薬研 平坦 人為 土師器 SD5→SDl→本跡

4 B lb9～B IcO N －410－W 直線 （5．20） 0．5～0．8 0．32～0．6 0．1～0．28 逆台形 平坦 自然 SK12→本跡

5 A 2jl～B 2al N －60－E 直線 （6．50） （0．32～0．48） 0．08～0．16 0．16 逆台形 平坦 自然 本跡→SDl→SD2

（3）遺構外出土遣物

今回の調査で出土した，遺構に伴わない遺物について，遺物観察表で記述する。
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第26回　遺構外出土遺物実測図（2）

遣構外遺物観察表（第25・26図）

32

∈旦
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一　一一l十　…・i

番号種別 器種 口径器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

32 土師器 嚢 ［岨0］（1占．6） 雲母・長石・石英にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，輪積み痕 遺構外 20％

33 須恵器 合子 ［4．8］2．6 5．4 長石 灰白 良好 遺構外 80％　PL9

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 文　様　の　特　徴 出土位置 備　考

TPl縄文土器探鉢 － （3．3） 雲母・長石・石英にぷい橙普通地文はRLの単節縄文，沈線で縦に区画し磨り消す 遺構外

TP2縄文土器深鉢 － （2．2） 長石 灰白 普通RLの単節縄文を横方向に施文 遠構外

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q3 石嫉 2．3 1．4 0．5 （0．7） チャート 全面押庄剥離による入念な整形，欠損部有り 遣構外 PLlO

Q4 剥片 4．6 2．2 1．4 7．3 珪質頁岩
縦長剥片を素材とし，単剥離面打面。背面は自然面を多く残

している。
遺構外

Q5 剥片 3．1 1．7 0．9 3．1 硬質頁岩

厚手の縦長剥片を素材とし，単剥離面打面。背面は一部自

然面を残しており，主要剥離面と同方向の剥離が施されて

いる。

遺構外 PLlO

Q6 剥片 3．4 1．9 0．8 3，0 珪質頁岩
縦長剥片を素材とし，単剥離面打面。背面は自然面を多く残

している。
遣構外 PLlO

Q7 剥片 2．2 1．6 0．7 1．2 硬質頁岩

不定型な剥片。打面は節理面を打面としている。背面は多

方向からの剥離が施されている。右側縁の一部に自然面を

残し，左側縁は節理面である。

遺構外 PLlO

Q9 剥片 4．3 3．3 1．1 14．5 塙璃 縦長剥片を素材としている 遺構外 PLlO

Qll 石核 4．3 5．4 3．5 63．1 珪質頁岩 礫を半割した石核で，片面は全面礫面を残す。 遺構外

Q12磨製石斧 （7．6） 6．0 1．7 （86．2） 安山岩 基部欠損 遺構外 PLlO

Q13 剥片 3．0 2．1 1．3 6．0 硬質頁岩 縦長剥片を素材としている 遺構外 PLlO

Q14 剥片 2．3 1．5 0．5 1．3 黒曜石
縦長剥片を素材とし，打面は単剥離面で満面は生要剥離

面と同方向の剥乳
遺構外 PLlO
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第4節　ま　と　め

当遺跡の調査は，平成14年4月から5月の2か月間で実施され，竪穴住居跡7軒，鍛冶工房跡1軒，古墳1

基，土坑34基，溝4条が確認された。当遺跡は古墳時代後期から中・近世にかけての集落跡を中心とする複合

遺跡であることが判明した。今回の調査だけでは当遺跡の全貌を把握するまでには至らないが，確認できたい

くつかの事柄を各時代ごとにまとめてみたい。

1　旧石器時代～弥生時代

旧石器時代においてはローム層を掘り下げてグリット調査を行ったが，遺構の発見や遺構に伴う遺物の検出

には至らなかった。しかし，剥片を中心とした石器も10点近く見つかっているため，当遺跡周辺での活動の可

能性は否定できない。同じく，縄文時代も住居跡やその他の遺構の検出は認められないが，土器や石器の出土

が確認できた。その後の弥生時代になると様相は一変し，遺構・遺物の発見は見られなくなる。

2　古墳時代

竪穴住居跡2軒と，古墳1基が調査区北部に集中して検出され，2軒の竪穴住居跡はいずれも5世紀後半と

考えられ，6世紀中葉と比定した第1号墳に掘り込まれている。ただし，2軒は軸線が異なるため，多少の時

期差も考えられる。第1号墳については直径16mほどの円墳と推定され，当遺跡の周辺に展開する島名関ノ台

古墳群との関係を考える必要がある。島名関ノ台古墳群は，10m前後の円墳を主体とするの古墳群であるが，

第1号墳もその一支墳であると考えられる。

3　奈良・平安時代

竪穴住居跡5軒と鍛冶工房跡1軒が調査区中央部に集中して検出され，5軒の竪穴住居跡のうち，2軒は立

て替えと考えられ，他の3軒も2軒とはほぼ同じ地点に建てられている。第3・4号住居跡からは三彩陶器片

が出土している。特に托と考えられる三彩片は第3号住居跡の床面から出土しており，当住居跡に伴うことが

注目される。鍛冶工房跡は9世紀中葉と考えられるが，多量の鉄浮や鍛造剥片などが検出され，鉄器生産の工

房跡と考えられる。また，相場と思われる須恵器片が出土しているが，器内面には銅淳の付着が認められ，本

跡周辺に銅の精錬施設の存在を窺わせている。工房跡の床面の上に，硬化した床面があり，上下2面の関係が

判然とはしなかった。これらのことから，当時期の遺構より検出された遣物を概観すると，鉄鉢形土器や三彩

陶器の破片，鉄器の生産や銅の精錬に係わる工房の存在などから仏教関係施設が近接していた可能性があると

考えられる。

この時期，同じ台地上の南に広がる大規模集落である熊の山遺跡を見てみると，まず，7世紀の初め頃には

鍛冶関連の手工業が始まっていたと考えられているが，明確な形での工房跡の検出は，当遺跡鍛冶工房跡とほ

ぼ同時期である。また，10世紀頃には銅の鋳造が行われていた痕跡が認められるが，当遺跡の銅の精錬施設と

の関係については今後の調査研究が待たれる。仏教関係の遣物・遺構については，9世紀になって確認されて

おり，土師器仏鉢形土器が9世紀後葉に検出し，10世紀になると，仏堂的な建物の検出が認められている。

4　中・近世

当遺跡からは，中世の遺構と明確に判断できるものは見つかってはいないが，近世の遺構も遣物を伴ってい
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るわけではなく，その規模と形状から近世のイモ穴と推測したにすぎない。あるいは時期不明の土坑のいくつ

かは当時期のものとも考えられるが，明確な根拠が得られなかった。また，第1・2・5号溝などは同時期の

掘り返しの結果と考えられる。

以上が今回の島名関ノ台南B遺跡の調査によって得られた事柄に考察を交えてまとめたものである。今後の

課題としては，奈良・平安時代期の銅の精錬所や仏教関係施設の存在の検出もしくはそれの明確な裏付けと考

えられる。
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第4章　面野井北ノ前遺跡

第1節　遺跡の概要

面野井北ノ前遺跡は，古墳時代から中・近世にかけての墓域が中心の複合遺跡であることが確認できた0

今回の調査によって，古墳時代の古墳1基，中世の方形竪穴遺構1基，近世の墓墳1基，時期不明の土坑22

基，溝6条などが検出された。遣物は，土師器，須恵器を中心に遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に4箱出

土している。

古墳時代の遺構は，後期の古墳が台地斜面部に築かれているが，西側半分しか調査区内にかからなかった。

中世の遺構は，方形竪穴遺構1基が検出され，近世の遺構は，墓壕が1基確認された。

ほかには，時期不明の土坑が22基，溝が6条確認されている。

第2節　基　本　層　序

テストピットは，調査区北端のA2d8区に掘削した。地表面の標高は22・8mで，地表面から深度2・5mまで

掘削した。基本土層図を第29図に示した。

テストピットの土層は，色調・構成粒子・含有物・粘性などから13層に細分される。これらは，大きく表土・

関東ローム層・常総粘土層に分類され，第1層が表土（耕作土），第2～11層が関東ローム層，そして第12・

13層が常総粘土層に相当する。

各層の特徴を述べる。

第1層は，暗褐色を呈する腐植土層で，ロームブロックを少量含む。粘性・締まりはともに弱い。層厚は28

～40cmである。表土（耕作土）である

第2層は，褐色を呈するローム層で，炭化粒子を微量に含む。粘性は強く，しまりは普通である。層厚は6

～40cmである。ソフトロームに相当すると考えられる。なお，

第1黒色帯については確認することができなかった。

第3層は，褐色を呈するローム層で，姶良Tn火山灰（AT）

を含む。粘性・しまりともに強い。層厚は8～30cmである。ハー

ドロームに相当すると考えられる。

第4層は，暗褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに

強い。層厚は16～30cmである。第2黒色帯に相当すると考えら

れる。

第5層は，明褐色を呈するローム層で，粘性は強く，しまり

は普通である。層厚は12～30cmである。

第6層は，明褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに

強い。層厚は22～35cmである。
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第29図　基本土層図



④

第27図　面野井北ノ前遺跡調査区設定図

－44－



第28図　面野井北ノ前遺跡遺構全体図



第7層は，

第8層は，

第9層は，

第10層は，

第11層は，

第12層は，

明褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに強い。層厚は11～20cmである。

橙色を呈するローム層で，粘性・しまりともに強い。層厚は30cmである。

にぷい褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに強い。層厚は16～22cmである。

にぷい褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに強い。層厚は17～22cmである。

にぷい褐色を呈するローム層で，粘性・しまりともに強い。層厚は10～15cmである。

浅黄橙色を呈する粘土層で，粘性・しまりともに強い。層厚は8～13cmである。常総粘土層の漸

移層である。

第13層は，灰白色を呈する粘土層で，粘性・しまりともに強い。層厚は16cm以上で下層は未掘のため，本来

の厚さは不明である。常総粘土層である。

住居跡・土坑等の遺構は，第2層上面で確認した。

第3節　遺構と遣物

1　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の古墳1基を確認した。以下，検出した遺構と遣物について記述する。

古墳

第1号墳（第30図）

位置　調査区北東部のA2j4区を中心に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　周溝の北側を第1号溝に，南側を第3号溝にそれぞれ掘り込まれている。

墳形及び規模　検出された遺構の規模は，周溝内径が5mほどである。東側は調査区外のため詳細は不明であ

るが，円墳と推察される。

墳丘　削平を受けるが，若干残存する。埋葬施設は未確認である。

周溝　上幅2．3～3．6m，下幅1．8～2．7cm，深さ25～90cmで，底面はほぼ平坦だが，南部に1か所他より20cm

ほど掘りくぼめたところがあるが，用途などについては不明である。また，壁は緩斜して立ち上がる。覆土は

4層からなり，ローム粒子を主体とするレンズ状に近い堆積を示す自然堆積である。

周溝土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量
4　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片62点（杯1，嚢61），須恵器片23（嚢23）が出土している。これらは上層から下層ま

で散乱した状態で検出されているが，そのほとんどは細片である。1～4は覆土中からの出土であり，位置な

どは不明である。

所見　本跡の時期は，出土土器からは不明である。
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第30図　第1号墳実測図



≡≡≡≡訝
第31図　第1号墳出土遣物実測図

第1号墳出土遣物観察表（第31図）

．－

0　　　　　　10cm

ト　‥　＿＿＿」　＿　＿∃

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

1土師器杯［11．8］（4．3）－長石・赤色粒子 樟 普通口縁部横ナデ，体部内面へラナデ 覆土中 10％

2須恵器餐［18．6］（4．1）－石英・長石 褐灰普通口縁部横ナデ 覆土中 5％

3須恵器聾［33．2］（1．1）－石英・長石・雲母 黒 良好口縁部横ナデ 覆土中 5％　PL18

4須恵器嚢［20．0］（2．5）－長石・雲母 黄灰普通口縁部横ナデ 覆土中 5％　PL18

2　中・近世の遺構と遣物

今回の調査で，中世の方形竪穴遺構と，近世の土壌を各1基ずつ確認した。以下，検出した遺構と遺物につ

いて記述する。

第1号方形竪穴遺構（第32図）

位置　調査区北東部のA2f5区を中心に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

去

2mD。 10cm

L＿＿＿⊥　　　　L　　－l　・＿　＿j

第32図　第1号方形竪穴遺構・出土遣物実測図
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規模と形状　長軸2．46m，短軸2・24mのほぼ方形であり，深さは28～36cmであるO長軸方向はN－850rwで

あり，壁は直立して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部が強く踏み固められている。

ピット　2か所。Plが深さ深さ60cm，上場40cm，下場16cmほどの円形で，P2が深さ69cm，上場44cm，下

場24。mほどの円形をなす。それぞれ同様の形状とその配置から，主柱穴と考えられる。

覆土　6層に分けられる。ロームブロックを主体とし，焼土粒子や炭化粒子・炭化物の混入などから，人為堆

積と考えられる。また，4・5・6層はピット内の覆土である。

土層解説
1　褐　　色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　炭化物少鼠　ロームブロック微量
3　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒
子微量

5　褐　　色　ローム粒子微量
6　明褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　石器1点（砥石1）が，北東部壁際の中層から出土しているのみである0

所見　時期は，出土遺物からは判断できないが，その形状から中世のものと考えられる。

第1号方形竪穴遺構出土遣物観察表（第32図）

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q l 砥 石 （7．5） 3．1 （2．4） （48，8） 凝灰 岩 2 面 使 用 ， 線 条 痕 あ り， 欠 損 覆 土 中層

第1号墓境（第33図）

位置　調査区南部のBlj7区に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第15号土坑の北東部を掘り込んでいる。

規模と形状1辺1．1mの方形で，深さは58cmである。壁は外傾して立ち上がる0

床　平坦である。

覆土　2層に分けられる。ロームブロックを主体とた，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ロームブロック中量

A22．6m

sモ才一

第33図　第1号墓墳実測図

2　褐　　色　ロームブロック多量

0　　　　　　　　　　　　　2m

トー　　；　　」
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遺物出土状況　人骨1体分と，人骨の手元付近より古銭が6枚重なった状態で床面から出土している。人骨は

後頭部が北東に位置し，背骨が東から西に延び，大腿骨と上腕骨が背骨の手前にきており，座棺で埋葬され，

体が横向きに倒れた状態で検出されたものと考えられる。ただし，棺は検出されていない。古銭は寛永通宝が

主体である。

所見　本跡の時期は，寛永通宝の検出から18世紀以降と考えられる。

！三
。萱≡∋Ml～M6

撃爵ダ′M5

第34図　第1号墓墳出土遣物実測図

第1号墓墳出土遣物観察表（第34図）

5cm

Ll一一1・ll＋－　－．」

番号 種　 別 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Ml 古銭 2．2 0．2 0．6 2．5 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

M2 古銭 2．3 0．15 0．6 2．4 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

M3 古銭 2．35 0．15 0．7 2．9 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

M4 古銭 2．4 0．1 0．6 2．6 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

M5 古銭 2．3 0．15 0．6 3．1 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

M6 古銭 2．4 0．2 0．6 4．5 銅 寛永通宝 覆土下層 PL18

3　その他の遺構と遣物

今回の調査で，時期及び性格不明の土坑22基，溝6条が検出されたいる。以下，遺物が出土した土坑と，溝

について記述し，他は一覧表と実測図を掲載する。

（1）土坑

第6号土坑（第35図）

位置　調査区中央部東寄りのB2d2に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第8・21号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．75m，短軸3．39mの長方形を呈し，主軸方向はN－50－Wである。深さは0．68～1．12mで，

壁は外傾して立ち上がる。

床　凸凹である

覆土15層に分けられる。1層から4層まではローム粒子を主体とした，レンズ状の層序を示した自然堆積で
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あり，5層からはロームブロックを主体とした，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色

3　黒褐色
4　黒褐色
5　極暗褐色
6　暗褐色

7　暗褐色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化物微量
ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，炭化粒子少量
8　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

くI　山！ケ　」】

二二
く＝＞

第35図　第6号土坑・出土遣物実測図

9　褐　　色

10　暗褐色

11暗褐色
12　褐　　色
13　暗褐色
14　褐　　色
15　褐　　色

0　　　　　　　2cm

」＿＿＿」＿＿＿　」
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ローム粒子中量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

ロームブロック多量，炭化粒子微量
ローム粒子多量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量



遺物出土状況　土師器片2点（襲2）と石器1点（石嫉1）が覆土中から出土している。Q4は他からの流入

と考えられる。

所見　本跡の時期は，遺構に伴う遺物がないため不明である。

第6号土坑出土遺物観察表（第35図）

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 4 石嫉 2．1 1．1 0．3 0．4 黒曜石 両面押圧剥離で，基部の挟りは浅く，側線は直線 覆土中 P L18

第11号土坑（第36図）

位置　調査区中央部西寄りのBleOに位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸0．94m，短軸0．77mの楕円形を呈し，主軸方向はN－420－Eである。深さは30cmで，壁は外

傾して立ち上がる。

床　平坦である

覆土　3層に分けられる。ローム粒子を主体とした，レンズ状の層序を示した自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

3　明褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　石器2点（剥片2）が覆土中層から出土している。これらは他からの流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，遺構に伴う遣物がないため不明である。

A23．4m

「さ聖F‾

第36図　第11号土坑・出土遺物実測図

第11号土坑出土遺物観察表（第36図）

B Q6Q5

「ヽⅡ／－
0 2m

ト　　；　　‥∃

3cm

⊆＝「士＝＝∃

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q5 剥片 4．0 2．8 1．3 11．2 安山岩

横長剥片を素材としている。背面の一部に節理面を残

し，左側縁に自然面を残す。自然面打面で，背面は多
方向からの剥離が施されている。

覆土中

Q6 剥片 3．7 2．1 1．1 8．6
ガラス質黒色

安山岩
厚手の不定形剥片を素材とし，単剥離面打面である。 覆土中 PL18
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第16号土坑（第37図）

位置　調査区南部西寄りのCla6に位置し，標高22・Omの台地平坦部に立地している0

重複関係　第22・15号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸4．39m，短軸2・62mの長方形を呈し，主軸方向はN－800pEである0深さは70cmで，壁は直

立して立ち上がる。

床　平坦であるが，一部掘り込まれているところもある。

覆土19層に分けられる。ロームブロックを主体とした，不安定な層序を示した人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　ロームブロック微量
2　褐　色　ロームブロック少量，締まり弱
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量
6　褐　　色　ロームブロック・炭化物少量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
9　褐　色　ロームブロック中量，締まり強

10　褐　　色　ロームブロック少量

11にぷい褐色　ロームブロック多量，締まり強
12　にぷい褐色　ロームブロック微量

13　暗褐色　ロームブロック・炭化物微量
14　暗褐色　ローム粒子微量，締まり弱
15　褐　色　ロームブロック中量，粘性強
16　褐　　色　ローム粒子微量

17　褐　色　ロームブロック少量，粘性強
18　褐　　色　ローム粒子微量，粘性強
19　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量，締まり強

遺物出土状況　陶器片1点（碗1）が覆土中層から出土している0これらは他からの流入と考えられる0

所見　本跡の時期は，遺構に伴う遣物がないため不明である。

第37図　第16号土坑・出土遣物実測図
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第16号土坑出土遺物観察表（第37図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

7 陶 器 碗 ［14 ．0］ （5．0 ） 緻 密 にぷ い橙 良 好 体 部 内外 面 ロ ク ロ ナ デ 覆 土中層 5 ％

第18号土坑（第38図）

位置　調査区南部西寄りのB118に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　南側半分以上を第8号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸0．68m，短軸0．41mの楕円形を呈し，主軸方向はN－450－Eである。深さは10cmで，壁は外

傾して立ち上がる。

床　平坦である。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量 2　明褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　須恵器片1点（鉢1）が覆土中層から出土している。これらは他からの流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，遺構に伴う遣物がないため不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第38図　第18号土坑・出土遣物実測図

第18号土坑出土遣物観察表（第38図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿　　一一十－二二∃

番号・種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

8 須恵器 鉢 － （5．0）15．5 石英・長石・雲母 褐灰 普通休部外面中位叩き目，下位へラ削り，内面指頭痕 覆土中層 30％　PL18

第2号土坑土層解説
1　明褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック微量

第3号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　にぷい褐色　ロームブロック微量
3　明褐色　ロームブロック微量，締まり強

第4号土坑土層解説

1　褐　　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子微量

3　明褐色　ロームブロック少量

第5号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック微量
3　にぷい褐色　ロームブロック少量
4　明褐色　ローム粒子少量

5　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子微量

第7号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

－54－
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旦22．4m

三二‾

ノー＿ノ2
第40国　土坑実測図（2）

第9号土坑土層解説
1　褐　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　明褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子微量

第10号土坑土層解説
1　褐　　色　ロームブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

第12号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子中量

第13号土坑土層解説
1　褐　　色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック，焼土粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子少量

第15号土坑土層解説
1　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

第17号土坑土層解説
1　褐　　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　明褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子微量

旦23．4m　　　　　　（か

下敷・4（9＼
B

A23．2m

‾＼＿ノ忘23

第19号土坑土層解説
1　褐　　色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　明褐色　ロームブロック中量

第20号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

第21号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第22号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック中量

第24号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック中量

－56－



表1　土坑一覧表

土坑

番号

位 置
主軸方向

（長軸方向）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

深さ

（cm）
壁面 底面 痙土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（旧→新）

2 A 2h4 N －390－E ［楕 円形］ 0．95 ×（0．57） 写0 緩斜 平坦 自然

3 B 2C3 N －890－E 楕 円形 0．65 × 0．63 27 外傾 平坦 自然

4 B 2 C2 N －500－E 楕 円形 0．81 × 0．73 30 外傾 平坦 自然

5 B 2 C2 N －430－E 楕 円形 1．53 × 0．76 21 外傾 平坦 自然

6 B 2 d2 N －5 0－W 方形 3．75 × 3．39 68～112 外傾 凹凸
人為
自然 石嫉 SK21→SK8→本跡

7 B 2 C2 N －5 0－E 楕 円形 1．33 × 1．02 32 外傾 平坦 自然

8 B 2 d2 N －810－E ［隅丸方形］ 1．55 ×（0．68） 29 外傾 平坦 －
SK21→本跡→SK6

9 B leO N －100－E 不整楕円形 0．93 ×0．90 29 外傾 平坦 人為

10 B leO N －10－E 楕円形 0．88 × 0．80 25 外傾 平坦 自然

11 B leO． 、N －420－E 楕円形 0．94 × 0．77 30 外傾 平坦 自然 剥片

12 B lj8 N －770－E 隅丸方形 1．10 × 0．96 42 外傾 平坦 自然

13 B lj7 N －770－E 隅丸長方形 1．70 × 0．98 42 外傾 平坦 人為

15 B lj7 N －870－E 隅丸長方形 1．94 × 1．14 30 緩斜 平坦 人為 本跡→第1号墓墳

16 C la6 N －800－E 長方形 4．39 × 2．62 70 直立 平坦 人為 陶器

17 C lb7 N －250－E 楕円形 1．46 × 0．91 25～36 外傾 平坦 自然

18 B li8 N －450－E ［楕円形］ 0．68 ×・（0．41） 10 外傾 平坦 自然 須恵器 本跡→SD8

19 B lg9 － 円形 0．60 × 0．60 36～42 外傾 凹凸 人為

20 B lg9 N －350－E ［長方形］ （0．74）×（0．48） 18 外傾 平坦 自然 本跡→SD6

21 B 2 dl N －0 0 ［楕円形］ 1．30 ×（0．78） 19 緩斜 平坦 人為 本跡→SK8→SK6

22 C la6 N －750－E ［長方形］ 1．93 ×（1．06） 58 外傾 平坦 自然

23 B 2b2 N －680－W 不整円形 0．82 × 0．75 26 外傾 平坦 －

24 B 2b2 N －130－E 不整楕円形 ． 0．92 × 0．75 48 外傾 皿状 人為

（2）溝跡

第1号溝（第41図）

位置　調査区北部のA2i4～A2i5区に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第1号墳を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区の北部の中心より東方向（N－440－W）に向かって直線的に延びている。確認された長

さは10．2mで，東端はさらに東へ延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅

0．74～0．98m，下幅0．5～0．74m，深さ0．10mである。形状は底面が平坦で，壁は緩斜して立ち上がる皿状を

呈している。底面の傾きはほとんど認められない。

第41図　第1号溝実測図
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覆土　1層からなる。含有物はローム粒子，炭化物を主体とした，人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片3点（襲3）が覆土中より出土しているが，図化できるものはない。多くの遣物が埋

没時の流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遺物がないため不明である。

第3号溝（第42図）

位置　調査区中央部のB2a2～B2b4区に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第1号境の周溝を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区の中央部を東から西方向（N－610－W）に向かって直線的に横切っている。確認された

長さは8．40mで，東西両端はさらに延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上

幅1．84～2．14m，下幅0．66～0．88m，深さ0．54～0．58mである。形状は底面が平坦で，壁は外傾して立ち上が

る逆台形状を呈している。底面の傾きはほとんど認められない。

旦23．2m
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第42図　第3号溝・出土遣物実測図
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覆土　6層からなる。堆積した覆土の層序はレンズ状を呈し，含有物はローム粒子を主体とした，自然堆積で

ある。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量，粘性弱
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片4点（嚢4），須恵器片15点（杯1，嚢14），陶器片1点が覆土中より出土しているが，

その多くは細片のため図化できるものがない。5の須恵器賓や6の灰粕陶器などの多くの遺物が埋没時の流入

と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

第3号溝出土遣物観察表（第42図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

5 須恵器 嚢 － （3．5） － 長石 明褐灰 良好 体部 内外 面ロク ロナデ 覆土中 5 ％

6 灰粕陶器 嚢 － （2．8） － 緻密 にぷい黄 普通 体部 内外 面ロク ロナデ 覆土中 5 ％

第5号溝（第43図）

位置　調査区中央部西寄りのBldO～Blf8区に位置し，標高22・Omの台地平坦部に立地している0

二＼＿

第43図　第5号溝実測図
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重複関係　第6号溝に南側の一部を掘り込まれている。

規模と形状　調査区の中央部西寄りを掠めるように北から南方向（N－360－E）に向かってやや直線的に入

り込んでくる。確認された長さは8．56mで，南北両端はさらに延びるものと考えられるが，調査区外のため確

認できなかった。規模は調査区内の現状で，上幅1．14～0．24m，下幅0．22～0．62m，深さ0．18～0．68mである。

形状は底面が平坦で，壁は外傾して立ち上がる逆台形状を呈している。底面の傾きはほとんど認められない。

覆土　7層からなる。堆積した覆土の層序はレンズ状を呈し，含有物はローム粒子を主体とした，自然堆積で

ある。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック微量
6　褐　　色　ロームブロック少量
7　褐　　色　ロームブロック少量，締まり強

遺物出土状況　土師器片1点（襲1）のみが覆土中より出土しているが，細片のため図化できるものではなく，

埋没時の流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

第6号溝（第44図）

位置　調査区中央部のBlf8～BlhO区に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

A23．4m

、ミ毒≡；7′
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第44図　第6号溝実測図
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重複関係　第5号溝・第20号土坑を掘り込み，第7号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の中央部を東から西方向（N－500－W）に向かって直線的に横切っている。確認された

長さは9．10mで，東西両端はさらに延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上

幅1．58～3．22m，下幅1．20～2．22m，深さ0．14～0．64mである。形状は底面が平坦で，壁は緩斜して立ち上が

る皿状を呈している。底面の傾きは，西側が標高22．9m，東側が標高22．6mで，西から東に向かって30cmほど

の傾斜がみられる。

覆土　6層からなる。堆積した覆土の層序はレンズ状を呈し，含有物はローム粒子を主体とした，自然堆積で

ある。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック少量，締まり強

4　褐　　色　ロームブロック中量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　須恵器片2点（高台付杯1，襲1）のみが覆土中より出土しているが，細片のため図化できな

い。これらは埋没時の流入と考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

第7号溝（第45図）

位置　調査区南部のBlg9～Bli6区に位置し，標高22．0mの台地縁辺部に立地している。

重複関係　第6・8号溝を掘り込んでおり，北東部と南西部の一部を後世の擾乱により掘り込まれている。ま

た，第19号土坑との関係は不明である。

規模と形状　調査区南部の西際より北東方向（N－570－E）に向かって直線的に延びている。これは標高

23．0mの台地縁辺部を沿うようにして走り，北端部は立ち上がっている。確認された長さは13．00mで，西端

はさらに延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅2．10～2．40m，下幅1．10

～1．81m，深さ0．35mである。形状は底面が平坦で，壁は緩斜して立ち上がる皿状を呈している。底面の傾き

はほとんど認められない。

覆土　3層からなる。堆積した覆土の層序はレンズ状を呈し，含有物はローム粒子を主体とした，自然堆積で

ある。

色
色

説
褐
褐

解
暗
暗

層土

1

2

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　須恵器片1点（賓1）のみが覆土中より出土しているが，細片のため図化することができない。

これらは埋没時に流入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明であるが，第5号溝との形状や，軸線の角度の類似性など

から各々の時期の前後はともかく互いを意識してつくられたものとも考えられる。また，北端部の立ち上がり

から，雨水などの流路とは考えづらく，土地の区画を目的としたものと考えられる。
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SD6
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第45図　第7号溝（第9図）

第8号溝（第46図）

位置　調査区南部のBli7～Blj9区に位置し，標高22．0mの台地平坦部に立地している。

重複関係　第18号土坑を掘り込み，第7号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の南部を東から西方向（N－410－W）に向かって直線的に横切っている。確認された長

さは7．02mで，東西両端はさらに延びるものと考えられるが，調査区外のため確認できなかった。規模は上幅

1．01～1．50m，下幅0．53～0．88m，深さ0．10～0．40mである。形状は底面が平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。底面の傾きは，西側が標高22．6m，東側が標高22．3mで，西から東に向かって30cmほどの傾斜がみら

る
　
土
　
る

れ
　
覆
　
あ

6層からなる。堆積した覆土の層序はレンズ状を呈し，含有物はローム粒子を主体とした，自然堆積で
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土層解説
1暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック・炭化物微量
3　明褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子微量
5　明褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片7点（嚢7），須恵器片13点（嚢13），石器2点（剥片1，石嫉1）が覆土中より出土

しているが，土器は細片のため図化できない。Q2の剥片，Q3の石鉄は他の土器と同様，埋没時の流入と考

えられる。

所見　本跡の時期は，伴出する遣物がないため不明である。

「臣≡当麹考‾‾
5

一＼ノ

A

ll二　三二
［＝〕

第46図　第8号溝・出土遣物実測図
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第8号溝出土遺物観察表（第46図）

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 特　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

Q2 剥片 2．9 1．8 1．2 4 ．7
ガ ラス質 黒 色

安 山岩
厚手の不定形剥片を素材としている。調整により打面
を取 り除いている。

覆 土 中

Q3 石 錬 2．0 1．4 0．2 5 0 ．5 黒 曜石 両面抑圧剥離で，基部の挟 りは浅く，側線は直線 覆 土中 P L18

表2　溝一覧表

遺構

番号

位　 置 主軸方向 形　 状
規　　 模（m ）

断面 底面 覆土 主な出土遣物
備　　 考

（旧→新）認長 上　 幅 下　 幅 深　 さ

1 A 2 i4～A 2 i5 N －44。－W 直線 （10．20）0，74 ～ 0．98 0．50　～　0．74 0．10 緩斜 平坦 人為 TMl→本跡

3 B 2a2～B 2b4 N －61。－W 直線 （8．40）1．84　～　2．14 0，66　～　0．88 0．54～0．58 外傾 平坦 自然 須恵器 ，灰紬 陶器 TMl→本跡

5 B ldo～B lf8 N －360－E 曲線 （8，56）（1．14）～（0，24）（0．22）～（0．62）0．18～0．68 外傾 平坦 自然 本跡→SI逝

6 B lf8（一B lhO N －500－W 直線 （9．10）1．58　～　3．22 1．20　～　2．22 0．14～0．64 緩斜 平坦 自然 SD5・SK21→本跡→
SD7

7 B lg9～B l i6 N －570－E 直線 （13．00）2．10　～　 2．40 1．10　へノ1．81 0．35 緩斜 平坦 自然 SI裕・SD8→本跡

8 B li7～B lj9 N －41。－W 直線 （7，02）1．01 ～ 1．50 0．53　～　0．88 0．10～0．40 外傾 平坦 自然 剥片，石嫉 SK18→本跡→SD7

（3）遺構外出土遺物（第47・48図）

今回の調査で出土した遺構に伴わない主な遺物について遣物観察表で記述する。

「∴二二

忽
拶

10cm

！　　　；　　　！

第47図　遺構外出土遣物実測図（1）
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第48図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第47・48図）

二二三十一‾‾

亡二二＞

C二二：＝⊃

く二二二＞

・・こ‡＞

0　　　　　3cm

』＝＝＝ヒ二二∃

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

9 土師質土器 小皿 ［12．0］ 2．2 ［7．6］石英・長石 浅黄橙 普通 口縁部横ナデ 遣構外 25％

10 須恵器 杯 13．4 4．9 6．8 石英・長石・雲母 灰黄 普通 口縁部横ナデ，体部外面下端へラ削り 遺構外 60％　PL18

11 須恵器 褒 （4．7） － 石英・長石 灰オリーブ 良好 口縁部横ナデ 遣構外 5％外面粕付着

12 陶器 小皿 ［11．2］ 1．8 ［6．4］緻密 淡黄 普通 底部切り出し高台 遣構外
5％　孔18
全面施寒由

番号 種　別 長　さ 幅 厚　さ 重　量 石　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q7 彫器 4．6 2．3 0．5 6．3 硬質頁岩
縦長剥片を素材とし，彫刀面は先端部から左肩にか

けて作出される
遺構外 PL18

Q8 彫器 3．7 2．7 0，7 6．2 硬質頁岩
縦長剥片を素材とし，彫刀面は先端部から左肩にか

けて作出される
遣構外 PL18

番号 種　別 長　 さ 厚　 さ 孔　径 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M7 古銭 2．3 0．1 0．7 2，5 銅 寛永通宝 遣構外

第4節　ま　　と　　め

当遺跡の調査は，平成14年6月3日から6月30日の1ケ月間で実施され，古墳1基，方形竪穴遺構1基，墓

墳1基，土坑22基，溝6条が確認された。当遺跡は古墳時代から中・近世にかけての墓域を中心とする複合遺

跡であることが判明した。今回の調査のみでは当遺跡の全貌を把握するまでには至らないが，確認できたいく

つかの事柄を各時代ごとにまとめてみたいと思う。

ー65一



1　旧石器時代～弥生時代

旧石器時代においてはローム層を掘り下げたグリット調査も行ったが，遺構の発見や，遺構に伴う遣物の検

出には至らなかった。ただし，剥片3点の他に荒屋型彫器2点の石器も見つかっているため，当遺跡周辺での

活動の可能性は否定できないものと考えられる。同じく，縄文時代も住居跡その他の遺構の検出は認められな

いが，縄文時代の土器や石器の出土は確認できる○ただし，弥生時代になると様相は一変し，遺構・遺物の発

見はみられなくなる。

2　古墳時代

古墳1基が調査区北部に見つかっている。本跡は直径15mほどの円墳と推定される0周溝からの遺物の検出

は認められるが，ほとんどが他からの流れ込みと見られ，また埋葬施設も発見されず，時期決定の材料が乏し

い。ただし当遺跡周辺に展開する面野井古墳群との関係も考慮に入れる必要があると考えられる0面野井古墳

群は10m前後の円墳を主体とする，古墳群であるが，当遺跡第1号墳もその一支墳であると考えられる。

3　奈良・平安時代

今回の調査においてはこの時期の遺構を確認することはできなかった。ただし，第18号土坑のように遺物は

存在するため，集落の縁辺部，もしくは古墳時代より続く墓域としての性格を引きずっていたおそれもあると

考えられる。

4　中・近世

中世においては，方形竪穴遺構1基が調査区北部から確認されている。遺物も乏しく，その機能や性格につ

いては不明であるが，一般的に比較の対象となっているいくつかの項目について見ていきたいと思う。まず出

入り口施設であるが，本跡においては確認することができなかった。次に柱穴であるが，本跡では2本確認さ

れた。炉状施設は発見されず，床面には硬化した面が確認された。以上のことから，それなりの期間は使用し

ているが，常駐しない臨時の，もしくは一定期間のみ使用する建物であったと考えられる。

近世においては，墓墳1基が調査区南部から確認されている。古銭6枚が文字面を上にして重ねて添えられ

ていた。古銭は全て寛永通宝であり，18世紀以降の墓壕と考えられるが，本跡1基のみとは考えにくく，調査

区外に墓域の広がりがあるものと考えられる。また，第6・16号土坑のような大型土坑は当時期の室状施設と

も考えられ，時期の明確でない溝も当時期の土地を区画するものとも考えられる。

以上が，今回の面野井北ノ前遺跡の調査によって得られた事柄である。今後の課題としては，第1号墳の全

体像の把握や，各遺構の広がりの確認とともに，近隣遺跡である面野井古墳群や面野井南遺跡と第1号境との

関係，面野井城と方形竪穴遺構との関係などを考える必要がある。

ー66－



写　真　図　版

島名関ノ台南B遺跡





第1号住居跡
遺物出土状況

第2号住居跡
完　掘　状　況

第3号住居跡
完　掘　状　況



第3号住居跡
遺物出土状況

第3号住居跡竃
完　掘　状　況

第3号住居跡竃
遺物出土状況



第4号住居跡
遺物出土状況

第4号住居跡竃
遺物出土オ犬況



第7号住居跡
完　掘　状　況

第1号鍛冶工房跡
完　掘　状　況

第1号鍛冶工房跡
遺物出土状況



第1号鍛冶工房跡炉
遺物　出　土状況

第3号土坑
完掘状況

第8号土坑
遺物出土状況
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第1号鍛冶工房跡－26
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写　真　　図　　版

面野井北ノ前遺跡





基本土層断面

第1号墳
完掘状況

第1号方形堅穴遺構
遺物　出　土状況



第1号墓場
人骨検出状況

第5号土坑
完掘状況
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第　6　号　土　坑
完掘状況（東から）

第　6　号　土　坑
完掘状況（西から）



第13号土坑
完掘状況

第1号墓墳・第15・16号土坑
完　掘　状　況（東から）

第17号土坑
完掘状況



第18号土坑
遺物出土状況



第6・7号溝
遺物出土状況①

第6・7号溝
遺物出土状況②

第　7　号　溝
完　掘　状　況



PL18
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